


















現状であるが（6）、われわれの一連の研究では Structure/Form, Rhetoric, Setting, 
（ 1 ） 研究の関心や主要な検討内容については、過去に繰り返して述べているためここでは割愛する。最新
のものとして、拙論「ヨハネ福音書 2章で語られる救済思想―その提示方法を中心に―」『基督教研
究』75巻 2号、2013年、31-49頁を参照。
（ 2 ） 本論文では、「読者」は原則としてヨハネ福音書の「内的読者」（implied reader）のことを指す。
（ 3 ） 手法の詳細については、前掲「ヨハネ福音書 2章で語られる救済思想」33-35頁を参照。
（ 4 ） Cf. H. Ito, “The Significance of Jesus’ Utterance in Relation to the Johannine Son of Man: A Speech Act 
Analysis of John 9:35,” Acta Theologica vol. 21 no. 1, 2001, 59.
（ 5 ） ただしプロローグ（1:1-18）についての物語批評的分析は未実施である。



























（ 7 ） これらの用語に対する邦語訳は必ずしも定まっていない。以下の分析の表題において、われわれの私
訳を提示している。
（ 8 ） ただし初期の研究においてはこれらの項目が整っていないものもある。いずれ全体をひとつにまとめ
る際に調整する予定である。
（ 9 ） 拙論「ヨハネ福音書 8章の救済思想」54頁および同「ヨハネ福音書 6章の救済思想」50-51頁参照。
（10） Nestle-Aland, Novum Testamentum Graece, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2012.（以下 NA28）
（11） R. ブルトマン（杉原助訳）『ヨハネの福音書』日本キリスト教団出版局、2005年、101-3頁。
（12） メツガーの指摘のうち 3 箇所は C 評価である（1:19, 21, 28。Cf. Bruce M. Metzger, A Textual 
Commentary on the Greek New Testament, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 19942, 170-172; Philip W. 
Comfort, New Testament Text and Translation Commentary, Carol Stream, IL: Tyndale House, 2008, 256-261）。
1:19および 1:21の異読は本文に大きな影響を与えない。1:28の「ベータバラ」の異読は興味深いが、
ベタニアの位置関係から想像された説であると見なすのが一般的である（cf. Craig S. Keener, The 
Gospel of John: A Commentary, Peabody, MA: Hendrickson, 2003, 450. 1:28の異読については C. K. Barrett, 
The Gospel According to St. John : An Introduction With Commentary and Notes on the Greek Text, 2d ed ed., 
Philadelphia: Westminster Press, 1978, 175も参照。なお新しい説として、このベタニアはバタネア
Batanea地域（旧約におけるバシャン）を指しており、福音書記者はその地域を念頭に置いていたと
































（13） Mark W. G. Stibbe, John. Readings: A New Biblical Commentary, Shefﬁeld: JSOT Press, 1993, 31-42. なお構
造に関連して、1:20-21と 18:15-27がインクルシオになっていること、1:19-28で洗礼者の問いと答え
が三度であり、この福音書によく見られる形式であることも指摘している（Stibbe, John, 32）。



























（Steven A. Hunt, “Nathanael: Under the Fig Tree on the Fourth Day,” in: Steven A. Hunt, D. Francoies Tolmie, 
and Ruben Zimmermann (eds.), Character Studies in the Fourth Gospel: Narrative Approaches to Seventy 





Culpepper, The Gospel and Letters of John, Nashville, TN: Abingdon Press, 1998, 123）、われわれの提案す
る構造（B1bと B2b）と一致する。
（16） ブラウンは 35-39と 43-44、および 40-42と 45-50の並行性を指摘するが、バランスは良くないと述





























































（18） マタ 2回、マコ 1回、ルカ 4回、ヨハ 1回、使 2回。
（19） Cf. Keener, 449.　マクヒューは洗礼者のこの動作は、自らのへりくだりのみならず、イエスに対抗す
るようないかなる称号も拒否する姿勢の現れであると解釈するのがもっとも理解できるものであると






























































（22） この無名の弟子についての最新の包括的な考察は、Derek Tovey, “An Anonymous Disciple: A Type of 
Discipleship,” in: Steven A. Hunt, et.al. (eds.), Character Studies in the Fourth Gospel, 133-136を参照。過去
の研究においてはこの無名の弟子を愛弟子と関連づける意見が多いが、ヨハネ福音書のここまでの本
文からはそのように理解することは困難である。
（23） prw/tonについての写本上の問題についてはバレットおよびデ・ボーアを参照（Barrett, 181; Martinus 





ンに会った）」という強調と捉えることで十分である（クアストに同意。K. Quast, Peter and the 
Beloved Disciple: Figures for a Community in Crisis, JSNTS 32, Shefﬁeld: JSOT Press, 1989, 32-5）。
（24） この意味で、デ・ボーアはアンデレを「最初の宣教者」（the ﬁrst missionary）と呼び（de Boer, 142）、
スティブはアンデレの役割を「証人であり福音宣教者」（witness and evangelist）と呼ぶ（Stibbe, 37; 























2.5　Point of View ／視点（28）
　1:19-51の視点は、洗礼者ヨハネとイエスの関係および弟子たちの招かれ方である。
（25） これらのことから、フィリポは模範的な弟子とされることがある（Stibbe, 40; Paul N. Anderson, “Philip: 
A Connective Figure in Polyvalent Perspective,” in: Steven A. Hunt, et. al. (eds.), Character Studies in the 
Fourth Gospel, 176; Cornelis Bennema, Encountering Jesus: Character Studies in the Gospel of John, Colorado 
Springs, CO et al.: Paternoster, 2009, 51-2など）
（26） 「さらに大きなこと」はしばしば（死者の復活を含む）「しるし」のことだと考えられているが（cf. 
Culpepper, Gospel and Letters, 127）、1章の文脈からは直接的には 1:51の内容を指すと考えるのが適当
であろう。「天と地上とのつながり」の具体的な例が、それぞれの「しるし」が示すものであると思
われる。




（28） 以下の 4つの視点はレゼグエに従う (James L. Resseguie, Narrative Criticism of the New Testament: An 
































































書における弟子の姿とは顕著な違いがある（cf. Susan Hylen, Imperfect Believers : Ambiguous Characters 
in the Gospel of John, Louisville, KY: Westminster John Knox, 2009, 59）。
（35） ナレーターの機能等については、例えば David Rhoads, Joanna Dewey, Donald Michie, Mark as Story: An 
Introduction to the Narrative of a Gospel, Minneapolis, MN: Fortress, 20123, 39-61を参照。
（36） スティブは、1:19-28でのナレーターは尋問者の情報を豊富に提供しており（Stibbe, 32）、また 1：
35-42では 1章のプロローグ後の三つの場面（1:19-28, 31-34, 35-42）のうちもっとも顕著な役割を果




































（39） R. Bultmann, Theologie des Neuen Testaments, 9. Auﬂ., UTB, J.C.B. Mohr: Tübingen, 1984, 406に基づく。
（40） ヨハネ福音書における贖罪思想について論じたものとして、Leon Morris, “The Atonement in John’s 
Gospel,“ Criswell Theological Review 3.1, 1988, 49-64; 伊東寿泰「ヨハネ福音書における贖罪信仰～文学
的方法による分析～」『聖書学論集』45号、2013年、149-184頁を参照。
（41） 8章および 9章で、イエスを信じないことが罪であると説明される。
（42） これはイエスが十字架に上げられることと内容を掛け合わせていると考えられる。
（43） ヨハネ福音書で天からの声が聞こえるのは 12章である（12:28）。
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てきたが、まとめると以下のようになる。
(1) 洗礼者ヨハネは最初に登場するが、洗礼者自身は自らイエスより小さいものと述
べ、その価値を減じている。読者は洗礼者がイエスより低い立場の者であると理
解するよう強く勧められている。
(2) イエスに関する称号が多数並べられ、最終的に「神の子」であると告げられるこ
とで、イエスが神とつながりのある者であることが知らされる。読者は以後、「神
の子」として福音書の物語を読み進めるように指示されている。
(3) 1:51のイエスの言葉は天と地上とのつながりを予言しており、これからどのよう
な話が展開されるかという期待を抱かせ、物語を先に読み進める動機を与えられ
る。
４　結び
　ヨハネ福音書 1:19―51は、救済に関する思想という点ではそれほど明確な内容を
持っていない。ここではまず、主人公であるイエスについて紹介することを目的とし
ている。イエスが「神の子」として示されることで、以後、福音書全体を読み進める
ための基礎的な情報を読者に提供している。1:19―51は今後の物語の展開の中で常
に踏まえられる基礎となるのであり、この前提を踏まえることで読者は理解を深める
ことができるのである。
